
大町商店街と消費者を繋ぐ荷物の

お届けサービス「いちまちデリバ！」。

一関まちづくり(株)、(株)セイコウ、

(株)一関平泉タクシーが連携し、大

町商店街周辺の加盟店商品(デリバ

リー食品)をタクシーで配達します(商

品代金＋エリアに応じた配達料金)。注

文はホームページから(電話での注文は

不可)、料金は代金引換か、クレジット

カードによる事前決済にも対応。詳しくは

下記QRコードを読み込むか、下記までお

問合せください。

idea
ニュースレター「イデア」

2021.６
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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「
イ
デ
ア
」 おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「『長者』になれるスポット！？」

旧町村別の人口動態等を共有します。

平
仮
名
で
「
ち
ょ
う
」

「
じ
ゃ
」
と
書
か
れ
た
色
鮮
や

か
な
バ
ス
待
合
所
。
千
厩
町

奥
玉
の
「
長
者
」
地
区
に
あ

り
ま
す
が
、
市
営
バ
ス
千
厩

奥
玉
線
は
デ
マ
ン
ド
型
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運
用

の
た
め
休
線
中
。
残
念
な
が

ら
こ
の
待
合
所
が
利
用
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
地

域
に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

働くことに踏み出したい15歳～49歳

までの求職中の方、そのご家族等を

対象に就労準備に関する相談や志

望動機の書き方等のサポートを行う

出張就労相談を行います。詳しくは

下記までお問合せください。

本誌「団体紹介」でご紹介した「社会福

祉法人ふじの実会」が運営する事業所

「ワークジョイかわさき」では、菓子パンや

おかずパン、シフォンケーキなどを製造・

販売しています。

近隣店舗(道の駅かわさき、マイヤ千厩

店、バリュー千厩店、神文千厩店)のほか、

事業所敷地内のパン工房でも直売を

行っています。また、商品の注文も対応

可能です。詳しくは下記までお問合せくだ

さい。

千厩町を拠点に活動しているアー

ティスト加藤鉄平の個展を下記日程

で開催します。納屋や木小屋、牧草

地、畑や土蔵などを会場に、景観を

活かしたインスタレーション作品や、

キャンバスに描いた作品も多数展示。

最終日には「東北舞踏集団『三角

標』」によるコラボ公演もあります。

病児保育室「すまいる」
登録園児募集

情報
厚生労働省

地域若者サポートステーション事業

いちさぽ出張就労相談

相談
韓国料理「サラン」

LINE・Instagram開設！

情報

情報 商店街と消費者をつなぐ
「いちまちデリバ！」

情報

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 55519 +64 24385 +67

花泉 12489 -1 4712 -4

川崎 3433 -3 1291 -3

千厩 10278 -21 4117 -1

大東 12577 -25 4955 0

東山 6235 -7 2304 +4

室根 4624 -12 1780 -1

藤沢 7455 -24 2807 -1

一関市全体 前月比

人口 112610 -29

世帯数 46351 +61

出生数 50 +2

2021年５月１日付
(2021年４月30日現在
住民基本台帳より)
※外国人登録者含む

パンやシフォンケーキなど
直売しています！

地域・日時・場所：

＜千厩会場＞

２０２１年６月８日(火)１３時～１４時

千厩支所 ２階 小会議室

＜大東会場＞

２０２１年７月１４日(水)

１３時３０分～１４時３０分

大東コミュニティセンター 楽屋

問合：０１９１-４８-４４６７

(いちのせき若者サポートステーション)

事業所名：ワークジョイかわさき

(一関市川崎町薄衣高成３)

直売対応日時：平日 ９時～１６時

問合：０１９１-４３-３８１５

（ワークジョイかわさき）

本誌「二言三言」でご紹介した当市

唯一の病児保育室「すまいる」では、

病気で安静の確保に配慮する必要

があるものの、仕事等で家庭での保

育が困難な生後６か月～就学前の

乳幼児を一時的に保育します。利用

にあたっては事前登録と医師による

「診療情報提供書」が必要です。詳し

くは下記までお問合わせください。

加藤鉄平個展
「Bring me flowers」

個展

期間：２０２１年６月５日（土）

～６月１３日（日）

時間：９時～１７時

会場：一関市千厩町千厩字鳥羽３３５

小野寺家宅及び敷地内

料金：入場無料（販売品あり）

※三角標の公演は有料

問合：０８０-６００６-３１２０（加藤）

ＨＰ：https://www.

ichimachi.net/

問合：０１９１-３４-４４８８

（「いちまちデリバ！」専用番号）

１｜二言三言｜ クラリス保育所 所長 岩本智子さん

３｜団体紹介｜ 社会福祉法人ふじの実会

５｜地域紹介｜ 大森集落 （花泉）

７｜企業紹介｜ 農家体験民宿古民家 薄衣 (川崎)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴⑪

９｜センターの自由研究｜ くらし調査ファイル№12「間取り」

今月の表紙

花泉町の老松にある市指定有形文化財の「千葉胤秀旧宅」。和算家・

千葉胤秀が25歳(1801年)で養子に迎えられた家で、その後20数年暮らし

たとされています。正確な建築年代は分からないものの、構造上の特色

から、築200年は経過しているという貴重な文化財です。今月の自由研究

では当市域の江戸時代の「家」にタイムスリップしてみました。

「そうざい製造業」の許認可を取得し、

2021年４月より道の駅厳美渓や新鮮

館おおまちなどで韓国風海苔巻き「キ

ンパ」の販売を開始した韓国料理「サ

ラン」。自慢の「キンパ」等の韓国料理

をもっと気軽に注文していただけるよう

に、LINEと Instagramにアカウントを開

設しました。下記QRコードから読み込

み可能ですので、ご活用ください。

問合： ０８０-１６５５-８９２３（鈴木）

LINE→

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
←

事業所名：クラリス保育所内

病児保育室「すまいる」

(一関市上大槻街５-１６)

開設日時：平日８時３０分～１７時３０分

料金：４時間未満 １,０００円

４時間以上 ２,０００円

問合：０１９１-３４-８６６６



子育てと仕事の両立を図るために
～「病児保育」の現状と課題～

地域の「気になる人」を対談でご紹介

社会福祉法人幸生会クラリス保育所所長岩本智子さん× いちのせき市民活動センター センター長小野寺浩樹第８４回

保
育
所
等
に
通
園
す
る
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
際
、
保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
と
、
自
宅
で

の
保
育
が
困
難
な
場
合
が
。
そ
う
し
た
保
育
需
要
に
対
応
す
る
の
が
、
市
町
村
が
実
施
主
体(

市
町

村
が
認
め
た
者
へ
の
委
託
等
含
む)

と
な
る
「
病
児
保
育
事
業
」
で
す
。
当
市
で
は
平
成
20
年
か

ら
市
直
営
の
「
病
後
児
保
育
室(

ぽ
っ
ぽ
え
ん)

」
を
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
に
都
合

に
よ
り
休
止
。
そ
ん
な
中
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

1

小
野
寺

ま
ず
は
「
ク
ラ
リ
ス
保
育

所
」
の
位
置
づ
け
と
、
「
病
児
保
育

室
『
す
ま
い
る
』
」
を
開
設
し
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岩
本

「
ク
ラ
リ
ス
保
育
所
」
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ク
ラ
リ
ス
」

に
併
設
さ
れ
た
「
企
業
主
導
型
保
育

所
」
で
す
。
内
閣
府
管
轄
の
認
可
外

保
育
所
で
す
が
、
認
可
保
育
所
並
み

の
水
準
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
病
児
保
育
事
業
」
は
こ
れ
ま
で
市

町
村
が
実
施
主
体
で
し
た
が
、
平
成

28
年
か
ら
始
ま
っ
た
企
業
主
導
型
保

育
所
の
付
加
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
開
所
準
備

段
階
で
の
聞
き
取
り
調
査
で
「
病
児

保
育
室
が
欲
し
い
」
と
い
う
声
が

あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
当
所

の
中
に
併
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

小
野
寺

つ
ま
り
一
般
的
な
市
町
村

が
実
施
主
体
の
病
児
保
育
事
業
で
は

な
く
、
企
業
主
導
型
保
育
所
な
ら
で

は
の
動
き
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

岩
本

は
い
。
た
だ
、
一
関
市
も
子

育
て
支
援
の
一
環
で
病
児
保
育
の
必

要
性
は
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
子

育
て
支
援
課
が
積
極
的
に
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
れ
ま
し
た
。
市
外
の
病
児
保

育
施
設
の
見
学
に
一
緒
に
行
っ
た
り
、

医
師
会
へ
の
協
力
依
頼
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
の
で
、
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

小
野
寺

ク
ラ
リ
ス
保
育
所
の
場
合
、

通
常
の
保
育
所
の
中
に
病
児
保
育
室

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
内
部

で
分
か
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

岩
本

は
い
、
同
じ
建
物
の
中
に
病

児
保
育
室
専
用
の
玄
関
を
設
置
し
、

通
常
保
育
児
と
接
触
せ
ず
に
出
入
り

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
病
児

保
育
室
は
２
部
屋
あ
り
、
定
員
は
４

名
で
す
が
、
病
状
に
よ
っ
て
別
々
に

保
育
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
感
染
対
策
で
ト
イ
レ
や

手
洗
い
場
等
も
通
常
保
育
の
子
た
ち

と
は
別
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

小
野
寺

医
師
や
看
護
師
も
常
時
待

機
し
て
い
る
の
で
す
か
？

岩
本

当
室
の
場
合
、
看
護
師
は
現

在
３
名
お
り
、
病
児
保
育
担
当
の
保

育
士
と
と
も
に
交
代
で
勤
務
し
て
い

ま
す
。
医
師
は
常
駐
で
は
な
く
、
一

関
病
院
の
佐
藤
隆
次
医
師
に
嘱
託
医

を
お
願
い
し
、
相
談
等
に
の
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

小
野
寺

「
病
児
保
育
」
の
場
合
、

病
気
の
症
状
が
あ
る
子
ど
も
を
預
か

る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
？

岩
本

そ
う
で
す
。
た
だ
、
感
染
リ

ス
ク
や
容
態
急
変
の
可
能
性
が
あ
る

状
態
で
は
お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
病
児
保
育
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
医
師
か
ら
の
「
診
療
情

報
提
供
書
」
が
必
要
で
す
。

小
野
寺

そ
れ
は
「
診
断
書
」
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
？

岩
本

そ
う
な
の
で
す
が
、
感
染
リ

ス
ク
や
病
状
急
変
の
可
能
性
が
低
い

と
判
断
で
き
る
場
合
に
の
み
発
行
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

発
熱
直
後
で
は
病
状
の
診
断
が
難
し

い
た
め
、
た
い
て
い
の
場
合
、
医
師

も
24
時
間
は
自
宅
待
機
と
判
断
し
ま

す
。
翌
日
以
降
に
改
め
て
診
察
し
て

も
ら
っ
た
結
果
、
診
療
情
報
提
供
書

を
発
行
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
病
児

保
育
室
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
実
際
、
高
熱
の
時
や
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
時
な
ど
は
、
病
状
急

変
や
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
、
医
師
か
ら
は
自
宅
で
の
看
病

を
促
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

小
野
寺

「
病
児
保
育
」
と
い
う
言

葉
だ
け
聞
く
と
、
即
日
預
か
っ
て
も

ら
え
る
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ
こ

は
正
し
い
理
解
が
必
要
で
す
ね
。

岩
本

診
療
情
報
提
供
書
を
発
行
し

て
い
た
だ
い
た
と
し
て
も
、
こ
ち
ら

の
定
員
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
発
行
し
て
も
ら
う

前
に
当
室
を
予
約
し
て
も
ら
う
こ
と

も
必
要
で
す
。
前
日
に
予
約
が
埋

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
。

小
野
寺

実
際
、
ど
ん
な
症
状
で
利

用
す
る
子
ど
も
が
多
い
で
す
か
。

岩
本

気
管
支
炎
や
気
管
支
喘
息
な

ど
気
管
支
系
の
症
状
が
多
い
で
す
。

熱
は
下
が
っ
た
け
ど
咳
が
出
続
け
る

よ
う
な
。
あ
と
は
突
発
性
発
疹
。
高

熱
が
続
き
ま
す
が
発
疹
が
出
る
ま
で

は
医
師
も
判
断
で
き
な
い
の
で
、
病

児
保
育
も
利
用
で
き
ず…

…

。
や
っ

と
診
断
さ
れ
て
も
、
発
疹
が
消
え
る

ま
で
登
園
を
控
え
る
と
な
る
と
、
病

児
保
育
を
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
て
。

小
野
寺

そ
も
そ
も
病
児
保
育
が
必

要
と
さ
れ
る
背
景
に
は
核
家
族
化
な

ど
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

岩
本

核
家
族
の
方
が
多
い
で
す
が
、

祖
父
母
と
同
居
し
て
い
て
も
、
祖
父

母
も
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、
病
児

保
育
を
利
用
す
る
と
い
う
方
も
い
ま

す
。
ま
た
、
転
勤
で
一
関
に
来
て
い

て
、
身
近
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

小
野
寺

定
年
延
長
も
あ
り
、
「
じ

い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
見
て
も
ら

え
る
か
ら
良
い
で
し
ょ
」
と
い
う
の

は
、
同
居
世
帯
で
も
通
用
し
な
い
世

の
中
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。

岩
本

だ
か
ら
こ
そ
病
児
保
育
事
業

は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
利
用

登
録
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

小
野
寺

こ
こ
の
定
員
４
人
だ
け
で

は
、
ニ
ー
ズ
と
人
口
規
模
に
対
応
し

き
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。
一
関
は
広
域
な

の
で
、
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
毎
に
コ

ン
パ
ク
ト
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
暮
ら
し
に
く

さ
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

岩
本

受
入
れ
人
数
だ
け
で
な
く
、

対
象
年
齢
に
も
幅
が
欲
し
い
で
す
よ

ね
。
当
室
で
も
「
小
学
校
１
年
生
は

ダ
メ
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
こ
と

が
あ
っ
て
。
現
段
階
で
は
小
学
生
の

受
入
れ
は
難
し
い
の
で
、
病
児
保
育

を
や
っ
て
み
て
の
成
果
や
課
題
、

ニ
ー
ズ
を
発
信
で
き
る
よ
う
な
工
夫

を
し
、
他
の
事
業
所
等
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
よ
う
な
機
運
を
作
れ
た

ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
野
寺

地
域
協
働
体
が
指
定
管
理

で
市
民
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に

病
児
保
育
の
よ
う
な
役
割
や
機
能
を

持
た
せ
る
と
い
う
こ
と
は
検
討
で
き

る
は
ず
な
ん
で
す
。
地
域
の
中
に
は

引
退
し
た
保
育
士
や
看
護
師
も
い
る

わ
け
で
す
し
。

岩
本

私
た
ち
も
、
そ
う
し
た
仕
組

み
に
つ
い
て
は
今
後
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
野
寺

特
養
と
の
併
設
で
幼
老
一

帯
型
保
育
所
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が

ク
ラ
リ
ス
保
育
所
の
大
き
な
魅
力
で

あ
り
、
そ
れ
も
一
関
唯
一
。
そ
こ
に

病
児
保
育
も…

…

と
。
育
児
に
介
護
、

ダ
ブ
ル
ケ
ア
も
問
題
に
な
る
中
、
ク

ラ
リ
ス
に
は
地
域
の
現
状
が
凝
縮
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。

２

/ 112,610

二言
三言

社
会
福
祉
法
人
幸
生
会

ク
ラ
リ
ス
保
育
所

電
話

０
１
９
１-

３
４-

８
６
６
６

０
８
０-

１
０
１
３-

１
３
８
９(

病
児
保
育
室)

※

病
児
保
育
室
「
す
ま
い
る
」
の
詳
細
は
裏
表
紙
に
！

※

１

※３ 児童福祉法上の保育所には該当するが、都道府県知事等の認可を受けていない保育施設(企業主導型保育所も含む)。
※４ 小児科のほか、一関医師会に加盟する医院は対応可。作成料は医院毎に異なる。
※５ 子育てと親の介護を同時に担うこと。晩婚化、晩産化の影響で、ダブルケアに直面する人が増えている。

※

２

令和２年４月に開所した企業主導型保育所 「ク
ラリス保育所」所長。40年以上公立幼稚園教諭とし
て市内の幼稚園に従事後、社会福祉法人幸生会が運
営する現職へ。手話を長年続けており、盲ろう者ガ
イドヘルパーとして活動したことも。市内在住。
※ 平成28年４月から始まった新しい認可外保育所の形態で、
企業が社員の子どもと地域の子どもを対象として開設する。幼稚
園は文科省管轄、認可保育所は厚労省管轄なのに対し、企業主導
型保育所は内閣府管轄。

※

※

３

※

４

※

５

※１ 氷室内科医院の２階で開設。市直営での運営だったが、氷室内科医院の閉院により休止状態に。
※２ 児童が病気の「回復期に至らない場合」であり、かつ、当面の症状の急変が認められない場合において、当該児童を一時的に保育する。

病気の「回復期」にあって集団保育が困難な児童の保育は「病後児保育」となり、病児保育室とは分けなければならない。



実
会
の
『
原
点
』
で
あ
り
、
『
存
在
価
値
』

だ
と
思
う
」
と
し
た
一
方
で
、
「
残
念
な
が

ら
近
年
で
は
『
な
ぜ
自
治
会
が
法
人
運
営
に

協
力
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
』
と
い
う

声
も
上
が
り
始
め
て
い
る
。
地
域
に
も
、
職

員
に
も
、
『
原
点
』
を
忘
れ
て
欲
し
く
な

い
」
と
、
地
域
と
の
関
係
性
の
変
化
を
課
題

視
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
財
産
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
、

「
意
図
的
に
地
域
と
の
関
係
を
創
り
出
し
て

い
る
」
と
い
う
同
法
人
。
「
ふ
じ
の
実
会
３

大
行
事
」
の
盆
踊
り
大
会(

８
月)

、
ふ
じ
の

実
祭(

10
月)

、
ど
ん
と
祭(

１
月)

で
は
、
地

域
住
民
も
多
数
参
加
。
盆
踊
り
大
会
に
お
い

て
は
実
行
委
員
会
形
式
と
し
、
後
援
会
側
が

主
体
と
な
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
と
一
緒
に

作
り
あ
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
位
置
づ
け
に

し
て
い
ま
す
。

顕
在
化
し
て
き
た
課
題
に
も
う
一
つ
、
利

用
者
の
高
齢
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
利
用
者

の
保
護
者
も
高
齢
化
す
る
中
で
、
同
法
人
施

設
を
我
が
子
の
「
終
の
棲
家
」
と
し
て
捉
え

ら
れ
が
ち
で
あ
る
と
言
う
畠
山
さ
ん
は
「
施

設
の
本
来
の
意
味
合
い
と
し
て
『
看
取
り
』

は
で
き
な
い
」
と
否
定
し
た
上
で
、
「
指
定

障
害
者
支
援
施
設
は
介
護
保
険
適
用
除
外
施

設
で
あ
り
、
現
状
で
は
介
護
保
険
の
被
保
険

者
に
は
な
れ
な
い
。
そ
の
た
め
80
代
に
な
っ

て
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ず
、

最
期
は
医
療
機
関
に
行
く
し
か
な
い
利
用
者

も
出
て
き
て
い
る
」
と
苦
し
い
現
実
を
語
り

ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
需
要
が
増
す
中

で
、
地
区
内
の
空
き
家
活
用
の
声
が
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
が
増
え
て
お
り
、
実
際
に
民
家
や

空
き
物
件
を
利
活
用
し
た
ホ
ー
ム
も
。
し
か

し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
自
立
支
援
の
一
環

で
あ
り
、
利
用
者
は
徒
歩
や
公
共
交
通
で
の

移
動
が
原
則
で
あ
る
た
め
、
「
立
派
な
物
件

で
も
、
イ
ン
フ
ラ
が
整
わ
な
い
と
活
用
で
き

な
い
」
と
、
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
も

多
い
の
だ
と
か
。
さ
ら
に
は
朝
・
夕
の
食
事

提
供
等
を
担
う
世
話
人
さ
ん
の
確
保
も
容
易

で
は
な
い
現
状
が…

…

。

課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
「
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
事
業
所
」
で
あ
る
「
ワ
ー
ク
ジ
ョ

イ
ふ
じ
の
実
」
「
ワ
ー
ク
ジ
ョ
イ
か
わ
さ

き
」
で
は
、
利
用
者
の
出
勤
率
も
90
％
以
上
、

受
託
作
業
等
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
入
り
続

け
る
な
ど
、
利
用
者
と
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
大
人
気
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
菓
子
パ

ン
な
ど
、
当
事
業
所
は
出
店
担
当
の
よ
う
な

位
置
づ
け
。
他
法
人
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
地

域
行
事
に
も
出
店
し
、
地
域
に
『
参
画
』
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
当
事
業
所
が
立
地
す

る
高
成
自
治
会
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
」
と
、
笑
顔
を
見
せ
る
ワ
ー
ク

ジ
ョ
イ
か
わ
さ
き
の
阿
部
卓
郎
施
設
長
。

「
地
域
に
根
差
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
施

設
運
営
」
を
法
人
理
念
の
一
つ
に
掲
げ
、
同

法
人
の
歩
み
は
続
き
ま
す
。

阿部卓郎さん

数少ない生え抜き職員

の阿部さん。ワーク

ジョイかわさきは同法

人新入職員の所属先に

なることが多く、人材

育成にも力を注ぎます。

畠山弘一さん

旧藤沢町で町会議員を

務めていた畠山さん。

議員として法人を見守

り、平成21年からは常

務理事として法人運営

を支えています。

知
的
障
害
者
の
教
育
、
福
祉
、
就
労

な
ど
の
施
策
の
整
備
・
充
実
を
求
め
、

昭
和
30
年
前
後
、
全
国
で
「
手
を
つ
な

ぐ
親
の
会(

通
称)

」
が
結
成
さ
れ
、
障

害
者
福
祉
施
設
の
設
置
運
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

昭
和
55
年
、
当
地
域
に
お
い
て
も

「
東
磐
井
郡
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
が

同
様
の
運
動
を
展
開
。
広
域
圏
事
業
と

し
て
動
き
始
め
る
と
、
い
ち
早
く
設
置

に
手
を
挙
げ
た
の
が
当
時
の
藤
沢
町
。

「
地
域
の
財
産
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
、

財
政
支
援
の
ほ
か
、
職
員
派
遣
で
も
協

力
し
、
町
を
あ
げ
て
立
ち
上
げ
に
尽
力

し
た
の
が
「
社
会
福
祉
法
人
ふ
じ
の
実

会
」
で
す
。

昭
和
59
年
、
軽
中
度
の
知
的
障
害
者

入
所
施
設(

ふ
じ
の
実
学
園)

を
開
設
し

ま
す
が
、
「
こ
の
頃
は
障
害
者
福
祉
の

あ
り
方
が
大
規
模
障
害
者
収
容
施
設
型

か
ら
地
域
生
活
型
へ
と
切
り
替
わ
っ
た

頃
。
そ
の
た
め
、
大
規
模
な
障
害
者
入

所
施
設
と
し
て
は
県
内
最
後
の
施
設
か

も
し
れ
な
い
」
と
、
常
務
理
事
の
畠
山

弘
一
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。
時
代
に

逆
ら
う
よ
う
な
50
人
定
員
で
の
開
設
で

し
た
が
、
す
ぐ
に
定
員
に
達
し
、
定
員

の
増
員
や
重
度
棟
の
開
設(

後
の
第
二
ふ

じ
の
実
学
園)

が
続
き
ま
す
。

大
規
模
入
所
施
設
も
残
し
つ
つ
、
現

在
は
地
域
生
活
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
拡
充
に
も
力
を
注
ぐ
な
ど
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
「
地
域

の
財
産
」
と
い
う
位
置
づ
け
を
守
り
続

け
る
同
法
人
の
沿
革
と
こ
れ
か
ら
を
伺

い
ま
し
た
。

同
法
人
の
最
大
の
特
徴
と
も
言
え
る

の
が
、
旧
藤
沢
町
内
の
全
戸
が
後
援
会

の
会
員
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と(

原

則)

。
地
域
の
財
産
を
「
み
ん
な
で
支
え

る
」
と
い
う
旧
藤
沢
町
の
想
い
の
表
れ

で
あ
り
、
自
治
会
を
経
由
し
て
会
費
が

集
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
法
人
運
営
に

評
議
員
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
そ

こ
に
も
町
内
の
43
自
治
会
が
参
加
。

こ
う
し
た
「
地
域
を
巻
き
込
む
」
姿

勢
に
つ
い
て
、
畠
山
さ
ん
は
「
ふ
じ
の

３４

団体
紹介社会福祉法人ふじの実会

昭和59年１月法人認可、同年４月に「知

的障害者更生施設ふじの実学園」開設。以

後、藤沢町を中心に事業所を複数開設し、

平成21年４月には川崎町にも事業所を開設。

現在、大別すると６施設で複数の福祉サー

ビス事業を展開中。

「
地
域
の
財
産
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

旧
藤
沢
町
の

期
待
を
背
負
っ
て

- Photo gallery -gallery -

空
き
物
件
を
利
活
用

現
在
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は

藤
沢
町
に
７
戸
、
千
厩
町
に

１
戸
。
各
ホ
ー
ム
の
定
員
は

３
～
10
人
と
物
件
規
模
に
応

じ
て
幅
が
あ
り
ま
す
。

ふ
わ
ふ
わ
で
大
人
気

「
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
ま
つ

り
」
を
開
催
す
る
ほ
ど
大
人

気
の
看
板
商
品
。
季
節
限
定

の
味
も
合
わ
せ
る
と
13
種
類

も
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
！

地
元
企
業
と
の
連
携

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
パ
ー
ツ
製
造

な
ど
、
地
元
企
業
か
ら
の
受

託
作
業
も
多
い
同
法
人
。
利

用
者
は
自
分
の
希
望
す
る
作

業
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

法
人
本
部

法
人
本
部
は
平
成
12
年
に
開

設
さ
れ
た
「
第
二
ふ
じ
の
実

学
園
」
の
中
に
。
現
在
の
法

人
理
事
長
は
元
藤
沢
町
長
の

畠
山
博
氏
が
務
め
て
い
ま
す
。

Ｑ.活動におけるあなたのモットーは？

常務理事 ワークジョイかわさき施設長

社会福祉法人ふじの実会

43
自
治
会
と

つ
な
が
り
続
け
る
理
由

はたけやま こういち あべ たくろう

Ａ.教えるのではなく利用者から教えられる!!Ａ.支える

高
齢
化
と
制
度
の
壁
に

挟
ま
れ
な
が
ら

〒029-3402 一関市藤沢町新沼字西風46番地８

TEL：0191-63-5321 FAX：0191-63-5325（法人本部）

HP https://fujinomi.or.jp

写真：利用者の作業風景



を
務
め
ま
し
た
。
現
館
長
の
小
野
寺
茂
子
さ

ん
も
、
夫
の
慶
亀
さ
ん
が
農
家
組
合
長
の
輪

番
と
重
な
っ
た
こ
と
で
、
「
80
歳
間
近
で
２

役
は
負
担
が
大
き
い
」
と
、
茂
子
さ
ん
が
館

長
を
務
め
る
こ
と
に…

…

。

集
落
公
民
館
と
し
て
の
活
動
は
多
く
は
な

い
で
す
が
、
行
政
区(

永
井
６
区)

と
し
て
の

事
業
に
は
館
長
・
副
館
長
が
役
員
と
し
て
参

加
す
る
ほ
か
、
大
森
集
落
で
は
花
壇
整
備
を

館
長
世
帯
が
担
う
慣
例
が
あ
る
な
ど
、
集
落

公
民
館
長
の
役
目
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
花
壇
整
備
は
『
次
の
人
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
ら
な
い
程
度
に
』
と
み
ん
な
で

声
を
か
け
あ
っ
て
い
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
る

茂
子
さ
ん
で
す
が
、
「
『
大
森
な
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
？
』
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
小
さ
い
集

落
な
の
に
、
他
集
落
と
同
様
に
『
一
つ
の
集

落
』
と
し
て
役
員
等
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
が
辛
い
。
規
模
が
違
う
集
落
と
は

馴
染
め
な
い
話
題
も
あ
る
」
と
、
直
面
し
て

い
る
課
題
も
語
り
ま
す
。

今
で
は
「
山
間
部
」
に
位
置
す
る
よ
う
に

見
え
る
同
集
落
で
す
が
、
実
は
「
北
上
川
の

ほ
と
り
」
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
に
入
る
と
高
台
に
移
転
す
る
家
が
出
始

め
、
現
在
は
「
北
上
川
上
流
狭
隘
地
区
」
と

し
て
治
水
事
業(

家
屋
移
転)

の
対
象
へ
。
令

和
２
年
度
は
17
戸
で
し
た
が
、
令
和
３
年
度

に
は
14
戸
に
、
う
ち
２
戸
は
集
落
外
へ
の
移

転
で
す
が
、
移
転
後
も
集
落
公
民
館
活
動
は

同
集
落
に
所
属
す
る
選
択
を
し
ま
し
た
。

集
落
外
へ
移
転
後
も
同
集
落
に
所
属
す
る

こ
と
を
決
め
た
関
茂
子
さ
ん
は
「
た
だ
で
さ

え
人
口
が
少
な
い
集
落
な
の
に
、
こ
れ
以
上

少
な
く
な
っ
た
ら
大
変
。
集
落
活
動
も
慣
れ

た
と
こ
ろ
の
方
が
安
心
な
の
で
」
と
、
そ
の

決
断
の
背
景
を
語
り
ま
す
。

同
集
落
の
高
台
に
は
、
昭
和
59
年
に
完
成

し
た
「
大
森
霊
園
」
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
58

年
か
ら
先
進
地
の
研
修
や
集
落
内
で
の
検
討

を
重
ね
、
当
時
の
集
落
民
全
戸
の
協
力
の
元
、

昭
和
59
年
に
約
３
か
月
間
を
か
け
て
造
成
、

20
基
の
墓
地
を
整
備
し
ま
し
た
。
大
森
集
落

の
歴
史
が
読
み
取
れ
る
貴
重
な
場
所
で
あ
り
、

集
落
と
し
て
現
在
も
環
境
整
備
な
ど
共
同
で

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
墓
地
の
管
理
費
を
は
じ
め
、
各
種
負

担
金
を
含
め
た
年
会
費
は
、
元
旦
に
開
催
す

る
総
会
の
場
で
集
金
さ
れ
ま
す
。
総
会
の
終

了
後
に
は
新
年
会
を
開
催
し
、
折
詰
等
を
食

べ
な
が
ら
の
交
流
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
新
年
会
は
２
年
連
続
中
止
に
。
そ

し
て
今
年
度
の
総
会
で
は
「
こ
れ
を
機
に
今

後
も
中
止
に
す
る
」
と
い
う
決
断
を
し
ま
し

た
。
「
住
民
同
士
の
交
流
の
機
会
が
減
る
の

は
寂
し
い
け
ど
、
負
担
の
方
が
大
き
く
て

ね
」
と
茂
子
さ
ん
は
苦
渋
の
決
断
を
振
り
返

り
ま
す
。

最
低
限
の
集
落
活
動
へ
の
取
捨
選
択
を
図

り
な
が
ら
も
「
集
落
と
し
て
な
く
し
て
は
い

け
な
い
も
の
」
「
集
落
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
の
意
義
」
を
、
同
集
落
は
考
え
続
け
て
い

ま
す
。Ｑ.集落の自慢は何ですか？

集落のこどもたち

関栞奈ちゃん＆
快晟くん

関正弘さんのお孫さん。

３人兄弟の長女・栞奈

ちゃんは永井小学校の

５年生、次男の快晟く

んは２歳。間もなく集

落内に移転します。

伊藤楓くん＆
雪乃ちゃん

集落公民館の事務局を

担う伊藤忠志さんのお

孫さん。楓くんは永井

小学校２年生、雪乃

ちゃんは５歳。関家の

お孫さんとも仲良し！

道
路
沿
い
に
防
草
シ
ー
ト
が
敷
か
れ
、

ス
ッ
キ
リ
と
キ
レ
イ
な
沿
道
。
そ
の
他

の
田
畑
周
辺
も
刈
払
い
等
の
管
理
が
行

き
届
き
、
い
く
つ
か
点
在
す
る
池
の
前

に
は
注
意
喚
起
の
看
板
が
設
置
さ
れ
る

な
ど
、
地
域
と
し
て
環
境
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
す
。

防
草
シ
ー
ト
や
同
看
板
は
営
農
組
合

の
事
業
で
設
置
し
ま
し
た
が
、
営
農
組

合
の
活
動
は
平
成
30
年
度
で
終
了
し
、

事
実
上
解
散
。
集
落
営
農
を
目
指
し
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金(

旧
「
農
地
・

水
保
全
管
理
支
払
」)

を
活
用
し
て
の
基

盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

交
付
金
に
対
応
す
る
事
務
作
業
を
担
う

「
次
の
世
代
」
の
参
加
を
得
ら
れ
ず
、

地
域
内
で
も
「
も
う
い
い
べ
っ
ち
ゃ
」

と
い
う
声
が
出
て
き
た
こ
と
で
、
「
交

付
金
に
頼
ら
な
い
」
選
択
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
事
務
作
業
を
担
っ
て
い
た

関
正
弘
さ
ん
は
「
営
農
組
合
と
し
て
の

活
動
に
呼
び
か
け
を
し
て
も
、
出
て
く

る
の
は
70
～
80
代
。
高
齢
者
層
に
だ
け

負
担
を
か
け
続
け
て
良
い
の
か
と
葛
藤

が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
先
輩
方
か
ら
も

『
事
務
作
業
の
負
担
を
続
け
さ
せ
る
の

も
申
し
訳
な
い
』
と
声
を
か
け
て
も

ら
っ
て
。
本
格
的
な
営
農
組
合
と
し
て

動
い
て
い
く
た
め
の
入
口
だ
っ
た
は
ず

が
、
正
式
な
組
織
化
を
せ
ぬ
ま
ま
に
挫

折
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
状
態
で
す
」

と
苦
し
い
胸
の
内
を
明
か
し
ま
す
。

交
付
金
を
活
用
し
な
い
こ
と
で
事
務

作
業
等
の
負
担
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

農
地
や
水
路
等
の
維
持
管
理
は
自
己
財

源
の
み
で
賄
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
そ
う
し

た
課
題
に
加
え
、
移
転
に
よ
る
戸
数
減

と
い
う
現
実
と
も
向
き
合
っ
て
い
る
大

森
集
落
の
営
み
を
伺
い
ま
し
た
。

２
期
連
続
で
女
性
が
集
落
公
民
館
長

を
務
め
る
同
集
落
。
同
集
落
の
慣
例
で

は
世
帯
主
が
輪
番
制(

主
に
年
齢
順)

で

集
落
公
民
館
長
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
前
館
長
の
家
で
は
世
帯
主

が
他
界
し
、
そ
の
父
親
も
高
齢
だ
っ
た

た
め
、
当
時
50
代
の
お
嫁
さ
ん
が
館
長

大森集落(大森集落公民館)

５６

「
『
や
め
る
』
と
い
う
決
断
」
か
ら
得
ら
れ
る
も
の

農
村
集
落
が
立
た
さ
れ
た

大
き
な
岐
路

- Photo gallery -gallery -

高
台
に
あ
る
大
森
霊
園

集
落
で
造
成
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
自
分
た
ち
で
山
を

切
り
拓
い
て
整
地
し
た
霊
園
。

集
落
民
の
つ
な
が
り
が
感
じ

ら
れ
る
明
る
い
場
所
で
す
。

神
様
の
お
引
越
し

道
路
改
良
の
際
に
各
所
に
点

在
し
て
い
た
神
様(

山
の
神
や

三
峯
山
の
石
碑
等)

を
集
約
。

集
落
と
し
て
周
辺
の
環
境
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

沿
道
の
防
草
シ
ー
ト

営
農
組
合
で
設
置
し
た
防
草

シ
ー
ト
は
、
集
落
公
民
館
の

事
業
で
釘
止
め
等
の
補
修
を

行
う
こ
と
に
。
環
境
整
備
の

負
担
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

営
農
組
合
の
記
録

残
念
な
が
ら
活
動
が
ス
ト
ッ

プ
し
て
し
ま
っ
た
営
農
組
合
。

そ
れ
で
も
集
落
の
景
観
は
保

た
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
勢
に

は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

地域
紹介

大森集落(永井)

行政区「永井６区」は３つの集落公民館に

分かれ、大森集落公民館はわずか14戸(うち

２戸は厳密には集落外)と極めて小さい集落。

花泉町内に水を供給する大森浄水場が大森地

内にあり、間接的に水源を守っているという

ことが集落の誇り。

花泉

な
く
し
て
は
い
け
な
い

「
集
落
の
営
み
」
と
は

女
性
集
落
公
民
館
長

連
続
選
出
に
隠
れ
た
現
実

せき かんな ＆ かいせい いとう かえで ＆ ゆきの

Ａ.自然がいっぱい。空気がおいしい!! Ａ.みどりがいっぱい。

左の写真：防草シートの釘止め作業の様子



県
道
東
和
薄
衣
線
か
ら
５
０
０
ｍ
ほ
ど

山
に
向
か
っ
て
車
を
走
ら
せ
る
と
、
黒
々

と
光
る
美
し
い
屋
根
の
古
民
家
が
見
え
て

き
ま
す
。
急
な
「
ジ
ョ
ノ
グ
チ
」
を
上

が
っ
た
先
は
、
北
上
川
は
も
ち
ろ
ん
、
奥

羽
山
脈
ま
で
も
望
め
る
見
晴
ら
し
の
良
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
ん
な
高
台
に
構
え
る

築
１
５
０
余
年
の
古
民
家
を
改
装
し
た
の

が
「
古
民
家

薄
衣
」
で
す
。

オ
ー
ナ
ー
の
千
葉
健
司
さ
ん
は
、
実
は

生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
都
。
同
古
民
家
は

父
親
の
実
家
で
あ
り
、
幼
少
期
は
お
盆
や

年
末
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
「
ト
イ
レ
は

屋
外
だ
し
、
虫
は
多
い
し
、
大
嫌
い
で
し

た
ね
」
と
、
驚
き
の
発
言
が
。

大
学
卒
業
後
、
関
東
で
大
手
企
業
の
営

業
と
し
て
働
い
て
い
た
千
葉
さ
ん
が
、
こ

の
古
民
家
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
若
干
25
歳
の
時
。
千
葉
さ
ん
が
20
歳
の

時
に
父
が
他
界
し
、
そ
の
５
年
後
に
祖
父

も
他
界
し
た
た
め
、
長
男
だ
っ
た
千
葉
さ

ん
へ
と
名
義
が
引
き
継
が
れ
た
の
で
す
。

「
名
義
は
移
っ
た
も
の
の
、
住
も
う
と

は
考
え
も
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
千
葉
さ

ん
で
す
が
、
30
歳
を
過
ぎ
る
と
気
持
ち
に

変
化
が
。
「
農
家
民
宿
」
が
流
行
り
始
め

た
頃
で
も
あ
り
、
「
何
か
自
分
で
や
り
た

い
」
と
考
え
始
め
ま
す
。
同
僚
か
ら
の

「
定
年
後
で
も
良
い
の
で
は
」
と
い
う
助

言
を
よ
そ
に
、
「
定
年
後
で
は
せ
い
ぜ
い

10
年
く
ら
い
し
か
挑
戦
で
き
な
い
が
、
今

な
ら
挑
戦
し
て
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
違

う
何
か
に
挑
戦
で
き
る
」
と
、
35
歳
で
一

念
発
起
。
退
職
し
、
薄
衣
の
地
へ
。

約
２
か
月
間
、
ホ
テ
ル
生
活
を
し
な
が

ら
改
装
業
者
を
探
し
、
そ
の
後
の
約
１
年

半
は
隣
組
の
家
に
空
部
屋
を
借
り
な
が
ら
、

改
装
工
事
を
進
め
る
こ
と
に
。
「
古
民
家

の
改
装
に
関
す
る
本
な
ど
は
読
ん
だ
が
、

先
入
観
を
持
つ
の
が
嫌
で
、
古
民
家
民
宿

の
先
進
事
例
等
の
見
学
は
し
な
か
っ
た
」

と
い
う
千
葉
さ
ん
。
現
場
で
都
度
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
大
工
さ
ん
と
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
の
改
装
だ
っ
た
と
か
。

そ
う
し
て
完
成
し
た
の
が
、
家
族
や
仲

間
と
の
団
ら
ん
、
田
舎
で
の
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
を
体
感
で
き
る
よ
う
に
と
創
意
工
夫
さ

れ
た
空
間
。
新
旧
要
素
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
も
、
玄
関
を
く
ぐ
っ
た
瞬
間
は
１
５
０

年
前
の
雰
囲
気
を
体
感
で
き
る
よ
う
に
、

コ
ン
セ
ン
ト
が
見
え
な
い
配
電
な
ど
、
こ

だ
わ
り
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

移
住
１
年
目
か
ら
農
家
と
し
て
ピ
ー
マ

ン
栽
培
も
始
め
た
千
葉
さ
ん
。
農
業
初
心

者
で
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
の
フ
ォ
ロ
ー
も
あ
り
、

現
在
で
は
宿
泊
者
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

農
業
体
験
が
提
供
で
き
る
ほ
ど
に
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
本
格
的
な

予
約
開
始
時
期
が
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
「
こ
の
状
況
も
面
白
い

と
思
っ
て
い
る
。
最
低
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
分
、
こ
れ
以
下
は
な

い
は
ず
」
と
明
る
く
語
る
千
葉
さ
ん
は
、

今
後
の
展
望
が
あ
る
と
前
置
き
し
つ
つ
も

「
目
標
に
向
か
う
こ
と
を
辞
め
ま
し
た
。

追
わ
れ
る
ば
か
り
で
は
田
舎
暮
ら
し
の
意

味
が
な
い
の
で
」
と
語
り
「
あ
え
て
自
転

車
操
業
を
し
て
い
る
」
と
笑
い
ま
す
。

幼
少
期
は
大
嫌
い
だ
っ
た
こ
の
敷
地
を

「
『
都
会
の
立
地
の
良
さ
』
と
『
田
舎
暮

ら
し
の
立
地
の
良
さ
』
は
違
う
。
こ
こ
は

ま
さ
に
後
者
」
と
し
、
今
後
も
大
切
に
守

り
「
育
て
て
」
い
き
ま
す
。

７

企業
紹介

農家体験民宿古民家薄衣川崎

田園回帰の動きもあり、近年話題になることが多い「古民家」。築50年以上

経過していれば「古民家」と呼ばれることもありますが、川崎町薄衣に令和２

年２月に本格的にオープンした「農家体験民宿 古民家 薄衣」は築150余年の民

家を改装した正真正銘の「古民家」。１棟貸し切り型(１日１組限定)の宿泊施

設で、希望に応じて季節の農業体験も可能。コロナ禍でも盛岡や仙台等からの

宿泊客があるほか、教育旅行の受入れや、撮影イベント等の会場としても幅広

い年代から利用されています。そのほか、敷地内の離れや納屋もカフェ風に改

装して時間貸しをするなど、地元住民のニーズにも応えています。

「団らん」をコンセプトに、「空間」の提供

35
歳
で
脱
サ
ラ
！

一
念
発
起
で
「
Ｉ
タ
ー
ン
」

１

オーナーの千葉健司さんは当主と
しては12代目。住民として地域活
動にも積極的に参加しています。

DATA

〒029-0202
一関市川崎町薄衣字南新山40
TEL 090-7200-3366
HP https://www.kominka-usuginu.jp/

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士
第27話

地域運営の
落とし穴⑪

今月のテーマ

「古民家 薄衣」外観。縁側から
眺める桜は絶景。

玄関をくぐった瞬間に広がる光景。

「職業コーディネーター」の存在

地域企業の理念にせまります。

２

３

８

「ブーム」と言ったら失礼にあたるかもしれませんが、「地域づくり」に関して、地域の再興を願った様々な

「取り組み」と、それを助長するような「制度」や「仕組み」が多面的に展開されている昨今。その展開のなか

に、最近、「〇〇コーディネーター」という肩書の人が多くなったと感じているのは私だけでしょうか？そして

そこに違和感を覚えるのも私だけでしょうか？

ちょっと前の時代には、民間サービスや、地域の「結」などでカバーできていたようなモノ・コトが、時代の

変化と共に消えゆき、その結果、思わぬ「隙間」ができてしまっていることがあります。その「隙間」を誰も埋

めることができず、行政が「穴埋め」をせざる得なくなったものの、従来の行政職員では対応できないことが多

いために、その隙間を埋める「コーディネーター」を配置する……という背景があるのではと推測しています。

しかし、コーディネーターを配置したからと言って、すぐに機能するかと言うと簡単にはいきません。実は、

ここに「地域運営の落とし穴」が。‘その道のプロ’をコーディネーターとして配置するのであれば、機能する

まで時間はかからないでしょうが、コーディネーターを「職業」として募集し、採用するとなると、採用された

人は、プロではなく、ゼロからのスタートである場合があるのです。知識や経験がない状態では、コーディネー

ターとして体を成しえるまで時間がかかるでしょう。

「
今
」
を
受
入
れ

創
意
工
夫
で
「
楽
し
み
な
が
ら
」

コーディネーターの「役割」とは

そもそも「コーディネーター」とは何なのでしょうか？

コーディネーターと似たような言葉で「マッチング」もよく聞きますが、マッチングは「合わせること」

「組み合わせること」を指し、コーディネートは「調整すること」「調和すること」を指します。どちらの行

為も最適に行われることが期待されますが、マッチングは、在るものと在るものとの組み合わせを考え、モノ

が手元に無ければ「マッチングが出来ない」という結論になります。コーディネートにおいては、必要なもの

が手元に無いときには、適切に「調達」したりします。

コーディネーターの力量も問われるのですが、マッチングすればコーディネートが成立するかというとそう

ではなく、コーディネートする際は、時には外部との調整も行い、必要な情報を整理し、合意形成を図り、

「支援対象者にとって最適な結論」を導き出すのが役割だと考えます。また、コーディネーターの‘独りよが

り’では合意形成は得られないので、‘当事者目線に立つ’という立ち位置も常に意識しなければいけません。

コーディネーターがいるだけでは機能しない中で、「コーディネーター

がいるから」と、頼りっぱなしになってしまった結果、地域住民のスキル

やモチベーションが下がってしまう……という傾向(他力本願的)も見られ

ます。コーディネーターを上手に「活用」すれば機能することも、あたか

もコーディネーターを‘スーパーヒーロー’のように扱ってしまうことに

より、立場が逆転してしまうなど、コーディネーターの存在によって地域

内に温度変化が生じる事案を見たこともあります。 ←ここが落とし穴

また、コーディネーターを配置する側も、目的と成果目標を明確に示さ

ず、‘ただ配置しただけ’にしか見えないケースも。 ←ここも落とし穴

コーディネーターを頼り
すぎた結果、主役が地域

住民ではなくなり、
あたかもコーディ
ネーター主催の事業
のように見えてしま
うことも……。

コーディネーターは
増える一方ですが、
受け入れる「地域」の
数は変わりません。
そのため、地域側では誰が
何の役割なのか、整理できなく
なっている現状も……。

コーディネートスキルは、簡単なようで難しく、奥深い

ものだと思っています。知識や経験だけでなく、「寄り添

い方」や「場づくり」のスキルも求められ、一朝一夕では

成しえないものでしょう。

自戒の念をこめて……。



当
市
域
に
も
美
し
い
農
村
景
観
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
民
が
自

分
の
屋
敷
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
。
そ
れ
ま

で
は
上
層
農
民
の
屋
敷
内
に
住
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
農
地
を
所
有
し
て
生
産

者
と
し
て
自
立(

本
百
姓)

す
る
と
、
自

分
た
ち
の
屋
敷
を
持
つ
よ
う
に
。
こ
の

本
百
姓
の
住
ま
い
が
確
立
さ
れ
て
い
っ

た
の
が
17
世
紀
末
～
19
世
紀
に
か
け
て

で
あ
り
、
茅
葺
屋
根
の
農
家
の
住
ま
い

は
こ
の
頃
に
広
ま
り
ま
し
た
。

上
層
農
民
の
住
ま
い
は
、
中
世
の
地

方
武
士
の
住
ま
い
の
系
譜
を
引
く
大
規

模
な
も
の
で
し
た
が
、
江
戸
幕
府
は

「
身
分
相
応
な
家
を
」
と
い
う
趣
旨
の

お
触
れ
を
出
し
て
い
た
た
め
、
様
々
な

規
制
が
あ
り
、
百
姓
は
も
と
よ
り
、
肝

入
ま
で
も
が
「
天
井
、
長
押
は
無
用
」

と
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
か
。

明
治
20
年
頃
か
ら
洋
風
建
築
が
日
本

で
も
建
て
ら
れ
、
大
正
時
代
に
は
住
宅

改
良
運
動
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
が
、
農

山
村
で
は
戦
後
ま
で
大
き
な
変
化
は
な

く
、
当
市
域
で
も
昭
和
30
年
頃
か
ら
台

所
や
屋
根
の
改
造
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
は
多
く
の

「
古
民
家
」
が
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
、
当

時
の
面
影
は
う
っ
す
ら
と
残
る
だ
け
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
農
村
の
古
民
家
」
と
聞
く
と
、

「
南
部
曲
家
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で

す
が
、
当
市
域
の
家
は
「
直
屋
作
り
」

と
呼
ば
れ
る
長
方
形
で
、
厩(

馬
屋)

は

主
屋
の
横
に
独
立
し
て
い
ま
す
。

間
取
り
は
全
国
的
に
も
江
戸
時
代
後

半
か
ら
末
期
に
か
け
て
普
及
し
た
「
田

の
字
型
」
。
そ
の
特
徴
は
、
床
の
間
の

あ
る
「
座
敷
」
と
、
そ
こ
に
続
く
部
屋

と
の
間
の
襖
を
取
り
払
う
と
、
広
い
続

き
間
に
な
る
こ
と
。
村
の
行
事
の
寄
り

合
い
や
、
冠
婚
葬
祭
等
を
家
で
行
っ
て

い
た
こ
と
が
、
そ
う
し
た
間
取
り
が
普

及
し
た
背
景
と
言
え
ま
す
。

田
の
字
型
含
む
伝
統
的
な
日
本
住
宅

の
特
徴
に
も
う
一
つ
「
接
客
重
視
」
の

姿
勢
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
床
の
間
を
備

え
た
来
客
用
の
座
敷
を
重
視
す
る
た

め
、
家
族
の
た
め
の
部
屋
は
な
く
、

「
家
父
長
制
」
も
相
ま
っ
て
、
女
性
や

子
ど
も
の
生
活
は
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
民
主
主
義
や
基
本
的
人

権
の
尊
重
が
謳
わ
れ
た
戦
後
に
は
、

「
個
室
」
や
、
一
家
団
欒
と
し
て
家
族

が
集
ま
っ
て
過
ご
す
「
居
間
」
の
整
備

が
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。
「
接
客
本
位
か

ら
家
族
本
位
へ
」
と
い
う
標
語
ま
で

あ
っ
た
と
い
う
の
で
驚
き
で
す
。

センターの
自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッション
56

９10

旧８市町村毎に様々な方にお話を伺い、また、実際に当時の間取りを垣間見
ることができる家を拝見させていただきながら、当市域における「一般的な農
家の間取り」を以下のようにまとめてみました！地域性や農家の規模、立地条
件等によって異なる部分もありますが、基本パターンとしてご覧ください。

「ｎＬＤＫ」という表記で表現される間取りだけで育った世代と、江戸～明治にか
けての和風住宅(いわゆる書院造の建物)で育った世代とが共存する現代。前者にとっ
て後者の使う「オカミ」「デイ」「ナンド」等々の名称は、聞いたことのない、まし
てや何に使う部屋(空間)なのか検討もつかないことでしょう。かつての間取りを紐解
くことで、当時の「くらし」が見えてきました。

※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

農
村
の
「
家
」
の
歴
史

す
ご
や

ダイドコ
(カッテ)

ニワ
(土間)

ナンド

デイ
(ザシキ)

「田の字型」間取りのキホン

名称は地域性がありますが、機能としては左の４つに大別できます。

【１】玄関・作業場としての「ニワ」
いわゆる「土間」の部分。冬場や夜には筵(むしろ)を敷いて作業空間に。

【２】食事場所としての「ダイドコ」
カマドや囲炉裏を含む空間。カマドや流しは三和土(たたき)の上ですが、
「カッテ」と呼ばれる板間の部分も含めて、食事(調理)機能を持つエリ
アが「ダイドコ」と呼ばれます。

【３】客間としての「デイ」「ザシキ」
「床の間」のある「座敷」は、客間であり、日常生活では使用しません。
２部屋あり、襖を取り払うと広い続き間になるという家も多数存在。

【４】若夫婦の寝室としての「ナンド」
物置のイメージがある「納戸」は、若夫婦の寝室であり、産室にも！

カマド
カマ神さま

臼

大黒柱

シモデイ

カミデイ

床の間

座敷炉
開けると炉に
なっている

神棚

オカミ

戸棚(膳棚)

■寝室は「ナンド」→「オカミ」→「ナカマ」の順
ナンドでスタートした若夫婦が一家の大黒柱となるとオカミに部屋が移り、高齢になると日が当たり目の届きやすいナカマに移る。

■囲炉裏(イロリ)の座り順には暗黙のルールが！
土間から最も遠い奥の場所が家長の座る「横座」、その右隣が家事をする女性が座る「嬶座(母座)」、その対面が「客座」等々……。

■間取りを設計するのは「家相師」の仕事
「家相師」と呼ばれる仕事があり、家の立地や間取りのほか、「建前」など関連儀式の日程も決めてもらうのだとか。

■地域性だけじゃない！家柄によって部屋の呼び方が異なる
「座敷」を「デイ」と呼ぶ傾向は東磐井郡で強いが、東磐井郡の中でも、庄屋や武家由来のある家では「座敷」と呼ぶなど、家柄に左右
される面もある。「ナカマ」も同様に、家柄によっては「小座敷」と呼ぶ(「床の間」があったかは不明)。

カミデイ

ナンド

シモデイ

オカミ
ナカマ

コナカマ

縁側
(濡縁)

ニワ

ハシリ

戸棚(膳棚)

蔵(土蔵)
大便所

納屋

井戸

小便所＋風呂

小便所とは別。
敷地奥にある。
「便所」という
言葉は明治以降
のものらしい。

野菜くずや
米のとぎ汁など
を家畜(馬等)に
飲ませるため、
勝手口の近くに
厩がある。

厩(馬屋)

道具を保管する納屋は
厩の一角にあったり、
独立した小屋を持つ家も。

勝手口

ダイドコには「瓶」を置き、
朝晩お嫁さんが井戸から汲ん
だ水を入れて使った。

火災防止のため、風呂は家か
ら離れていることが多い。
風呂水を抜くと小便桶に入る
ようになっており、定期的に
汲み上げて「肥」にした。

座敷の前を横切って玄関に行くことがないように、ジョノグチの反対側に間取りが広がる。
「長屋門」は明治時代以降のもの。

ナカマの手前にあり、
冠婚葬祭の時には受付に
使うことが多い。
※ある程度裕福な家に
存在する部屋。

冠婚葬祭時の待合室
であり、普段は
「おばあさん」の
寝室として使用。

若夫婦の寝室。

床の間がある。
上座敷・奥座敷
・エリデイと
呼ぶ地域も。

寄り合いでは
ここを使用。
冠婚葬祭の時
はカミデイと
続き間にする。

イロリ

家長の部屋。
仏壇や神棚もある。
炉が置かれ、相談事に
使われることも。

家財道具等を
保管する。

カッテ

玄関

いわゆる土間。
養蚕のための
空間や、東山で
は「紙漉き場」
がある家が多数。

ダイドコの一空間(板間)。
女性の居場所。
「女性が勝手できる場所」

当市域の
「屋敷構え＆間取り」

スタンダード

「主屋」を「付属屋」が取り囲み、
その敷地まわりに「屋敷林」をつ
くるスタイルを「屋敷構え」と呼
ぶんだって！

ダイドコの必需品たち。煙突
等があるカマドは戦後。

シモデイとカミデイの襖を取
り除くと広い続き間に。

オカミには仏壇や神棚のほか、
炉がある家も。

「銘々膳」など、現代で言う
食器類が主に収納されている。

間取りの小ネタ

調査にご協力いただいたみなさま、ありがとうございました！ ※参考文献、見学可能な古民家情報等は当センターホームページにてご紹介しています。

接
客
重
視
の
「
田
の
字
型
」

な
げ
し

かかざ

お
も
や


